
７月末、高校の同窓会に出席するため鹿児島に行ってきました。新鳥栖から約 1 時間半で鹿児

島に着き、新幹線の速さに驚いてしまいました。昔は博多まで 4 時間半位かかっていたのです

から。3 年生の時の恩師もお出でになり、とても楽しい時間を過ごすことができました。同じ大

学に行った友人以外は 30 年振りの対面だったので、「この人誰？」と名前が思い出せない人がい

ました。特に男性は変化が激しく（頭髪とお腹周り）、月日の変化を感じさせました。子供の進

学や仕事の話など、似たような悩みを皆抱えていることが分り、少し安心したところもありま

した 。 

 癌の専門医になっている友人が、「口の中が不潔だと 

何をやっても駄目なんだよね。肺癌も食道癌も、術前に口腔ケアを徹底しなければいけない。

僕らが手術を頑張っても、口が汚いと駄目なんだよ。関さん（私の旧姓）、頑張ってよ。」と話

してくれました。 

口腔ケアを受けたかどうかで術後の感染症の発症リスクが大きく変わることが明らかになっ

ています。私たちのような小さな診療所でも、定期的なお口のケアをご提供することで皆様の

健康にお役に立つことができるのだと気持ちを新たにしたことでした。 

先月から玄関先に色紙のコピー（作者に許可をもらっています！）を飾っています。ドライ

ブした時に立ち寄ったギャラリーで購入した色紙です。心に沁みる言葉や元気が出る言葉です。

みのり通信 
 

患者様へのメッセージ 

 

 

１ 



 

２

ゆ



 

３ 



 

４



 

米と大豆を育てた子は、「食」に「ありがとう」と言うようになる 

ＮＰＯ法人霧島食育研究会代表  千葉 しのぶ 

  

霧島食育研究会は「霧島畑んがっこ（学校）」というのをしています。そこで高校生の子

どもたちが農作業を体験します。 

一つは、大豆を育てて、昔ながらの機械を使って収穫します。そして味噌や豆腐を作ります。 

手間暇かけて作っても、豆腐１丁しか出来ないからです。 

 こんなに手を掛けた豆腐がなぜスーパーでは９５円、安売りのときは５０円前後で売られ

ているのかと、多くの子どもたちはびっくりします。大豆の国内自給率はたった３％です。

でも、なんで３％になったのかということを子どもたちは頭ではなくて体験で分かっていき

ます。そして何より自分が大豆から作ったみそ汁や豆腐が本当に美味しいことを実感します。

子どもたちはたぶん、これから豆腐を食べるとき、自分が作った豆腐の美味しさを思い出す

のではないかと思います。 

 一度大豆を育てたからといって、この子たちが来年から自分で畑を耕して大豆を作ること

はないと思います。でも私は、この子たちがやがて大人になり、自分の子どもが生まれたと

きに、子どもに食の大切さを伝える言葉が違うんじゃないかと思っています。 

 それから田んぼでお米を育てます。最初田んぼに入るときに必ず泣く子がいます。「中に

虫がいるから」「なんか気持ち悪くて嫌だ」って。でも、その泣き声も田んぼの真ん中まで

田植えしていくと、必ず笑い声に変わります。田んぼじゅうに笑い声が響いて、近所のお年

寄りが寄ってきて「この田んぼに子どもの笑い声が響くのは何十年振りだろうか」と言って

ました。 

 不思議なことに、田んぼを１枚田植えし終わった瞬間、子どもたちにとってそれが「自分

の田んぼ」になるんです。 

 草取りなどを経て、やがて稲穂が実ります。子どもたちは風で稲穂が揺れるところを見て、

「幸せだ」と言います。鎌を１人１本持たせてザクッと切ってドサッと置きます。ザクッと

切ってドサッと置く、その音が本当に幸せな音だなって表現する子がいます。自分たちが作

ったお米を研いで、釜でご飯を炊けば、本当に美味しいです。 

  

 

 



 

 

 

そして、そこから勉強もします。子どもたちはみんなでおにぎり１個のごはん粒と、一本

の稲株の米粒を数えます。そして、自分で１年間に食べるごはんの量、それに必要な田んぼ

の広さを学ぶのです。 

 私は子どもたちに、いつも食べているお米やおにぎりから、田んぼのことを思い浮かべら

れるようになって欲しいと思っています。そして、１粒のお米（玄米）がもう一回お米にな

るという不思議さと共に、１個のおにぎりから見える田んぼ丸ごとの世界を感じてもらいた

い。自分がごはんを食べるとき、時々でいいから自分が作った田んぼのことを思い出しても

らいたい。田んぼに来た赤とんぼのことを思い出してもらいたい。 

 ご飯というのは、労働の先にあるものだということ、田んぼが作ってくれるということ、

命あるものを作って食べることは本当に大事なことなんだということを、お米や大豆を通し

て子どもたちに学んでもらいたいなと思っています。 

 子どもたちはいろいろですけど、やはり１年かけてお米や大豆を育てた子は、食べるもの

に必ず「ありがとう」と言うようになります。 

 

幼い頃、夏休みに祖父母の家に遊びに行くのが楽しみでした。祖父はとても体格が良くて無

口だったので、子供には怖い存在でした。ご飯茶碗ににお米が残った状態で「ごちそうさまで

した」と言おうものなら、「お百姓さんが一生懸命作ってくださったお米を粗末にするとはけ

しからん」と怒られました。 

 最近は小学校の行事で田植え体験があるそうです。農作物が収穫されるまでの過程を経験す

ることで食べ物を大切に思う気持ちが芽生えるのではないでしょうか。 

 子供の社会科の宿題で、「水問題」について調べました。日本は水資源の豊かな国だと思っ

ていましたが、実は水の輸入大国であることが分りました。それは日本が食料の６割を輸入に

頼っているからです。日本で小麦１㎏を生産するには 2000ℓ、牛肉 1 ㎏には 2 万ℓの水が必要だ

そうです。牛丼 1 杯には 2000ℓ、ハンバーガー1 個には 1000ℓの水が必要となるそうです。食料

自給率を上げることは重要だと思っていましたが、そのためには灌漑設備などのインフラ面の

整備も必要なのだと思いました。 

 私たちが毎日当たり前のように食べている物は、生産者の努力や気候に恵まれること、日本

のみならず世界との関わりを抜きにしては考えられないことを知りました。当たり前のことで

すが、食べ物は粗末にしてはならないという想いを強くしたことでした。 
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